






Workshop 4 10:20-11:50, 14:20-17:40
Conference Room I,II 中会議室 I, II

Chair: 	Thierry Lecomte  (ClearSy, France)

B Dissemination Day  形式手法Bメソッド研修セミナー(英語）

The aim of this workshop is to illustrate B/event-B formal modeling as a technique for specifying, 
designing, coding and validating software-based systems. 

  Backed with the two main open-source modeling platforms (RODIN, Atelier B) and in relation 
with the growing number of industrial applications in the Railways and in the Smartcard domains, 
this workshop is headed at providing a clear picture of B/Event-B current status of development 
and exploitation, focusing on the support tools as well as the industrial applications. The work-
shop includes a large scope of presentations given by the DEPLOY project members or associated 
to the project results.

  Target audience is software/system engineers and project managers, as well as researchers in the 
domain.

Program ( http://events.grace-center.jp/symposium/2010/workshop_tclearsy )

Session1 

     The Big Picture: 15 min. (T. Lecomte) 

     System-level modeling with Event B: 45 min. (M. Butler) 

      The Rodin platform: 30 min. (M. Butler) 

Session2 

     Model checking and animation with ProB: 30 min. (M. Leuschel) 

     UML-B: 20 min. (M. Butler) 

     Code generation : 40 min. (T. Lecomte / A. Requet)

     Sequential code in C / Ada, PLCs, VHDL

Session3 

     Automatic refinement: 15 min. (A. Requet) 

     Industrial applications: 1 hour 15 min.

     Automatic pilots (Siemens, Alstom): (T. Lecomte)

     Validation of large scale railway models: (M. Leuschel)

     Event-B in space (Space System Finland case study) 

     Formal Development of Enterprise Service Communication (SAP case-study) 

     Smartcard (Memory Protection Unit from STMicroelectronics): (T. Lecomte) 
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Workshop 5 10:20-11:50, 14:20-17:40
12階 会議室1208,1210 

Chair: Fuyuki Ishikawa, Kenji Tei(National Institute of Informatics, Japan)

Workshop on New-Generation Networked Computing Paradigms: from Sensors to 
Web Services(in Japanese)

  近年、ユビキタスやサービス指向といった”Web of Things and Services”の時代のための新しいコ
ンピューティングパラダイムが盛んに議論、研究されています。これらのパラダイムにおいては、人
間の状況を検知するためのセンサから、家電や建物に埋め込まれたデバイス、またWeb上に公開さ
れたサービスまで、ネットワーク上の計算機部品を柔軟、適応的に連携させ、人間の活動を支援す
ることが目指されています。

　本ワークショップにおいては、特に無線センサーネットワークおよびWebサービス連携に関する
GRACEセンターの取り組み事例を中心としながら、これらのパラダイムの最新動向や今後の展開に
ついて議論します。

（最新情報についてはhttp://events.grace-center.jp/symposium/2010/workshop_ngnet をご覧ください。）
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AsianPLoP 2010

1st Asian Conference on Pattern Languages of Programs 

第1回プログラムのパターンランゲージ・アジア会議

Mar 16  9:30-15:30　Mar 17 10:20-17:40 

3月16日 9:30-15:30　    3月17日 10:20-17:40 

Conference Room 101,102,103  特別会議室 101,102, 103 

  パターンとは、特定の文脈において繰り返し起こる問題に対する解決策を指します。パターン
は、実証済みの経験則を共有し、製品の開発、プロセスやプロジェクト、組織のマネジメント、なら
びにコミュニケーションを効率的かつ効果的にする仕組みとして広く認知され、特に開発状況の厳
しさを増すソフトウェア開発においてその重要性を増しています。 

  PLoPとは、パターンの作者と利用者が一堂に会して、主にソフトウェア開発におけるパターンや
パターン言語、技術や経験について議論し発展を促す会議です。The Hillside Group が 1994 年
に米国で開始して以来、ヨーロッパや南米など世界各地に広がり、様々な知見を共有し互いに発
展させる場として定着しています。このたび、The Hillside Group の協力を得て、主に日本を含む
アジア周辺地域をターゲットした初の AsianPLoP を開催する運びとなりました。 

本ワークショップについての詳細は下記URLをご参照ください。

　http://patterns-wg.fuka.info.waseda.ac.jp/asianplop/

Conference Chair:

  Eiichi Hanyuda, Mamezou, Japan 

Program Co-Chairs: 

  Hironori Washizaki, Waseda University, Japan

  Nobukazu Yoshioka, National Institute of Informatics, Japan
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ポスター/デモンストレーション 

ポスター掲載期間：2010年3月15日（月）〜 17日（水） 

デモ・ポスター発表：2010年3月15日（月）18:00〜20:00 
中会議室 III,IV 

オーガナイザ 鄭 顕志（早稲田大学/国立情報学研究所） 

ミニパネル 15日18時30分- デモ・ポスター発表会場

    「修了生が語る：トップエスイーは本当に役に立つのか？」

    パネルオーガナイザ 長久勝(TopSE ２期修了生) 

GRACEセンターにおける研究活動

「形式手法の知識体系の標準化」 田口 研治(国立情報学研究所)

「形式的センサーネットワークモデリング言語の設計」 田口 研治(国立情報学研究所)

「Security Software Engineering for Secure Society」 吉岡 信和（国立情報学研究所）

「GRoundTram: A Bidirectional Graph Transformation System Based on Structural Recursion」 胡 振江 (国立情
報学研究所）

「Sound and Complete Validation of Graph Transformations」 胡 振江 (国立情報学研究所)

「Engineering Methods and Infrastructure for Pervasive, Quality-Assured Composition and Delivery of Web & 
Ambient Services」 石川 冬樹 (国立情報学研究所)

「Legal Interpretation Management and Tracking - by Requirements Engineering, for Requirements Engineering」 
石川 冬樹 (国立情報学研究所)

「オープン無線センサーネットワークのためのミドルウェア」 鄭 顕志（早稲田大学）

「SYAMISEN: コンテクストアウェアネスの実現に向けて」 鄭 顕志（早稲田大学）

「アスペクト指向によるリッチインターネットアプリケーションの高効率高品質開発」 鷲崎 弘宜（早稲田大学）

「品質要求のスペクトル分析を支援するツール」 海谷 治彦（信州大学）

GRACEセンターにおける教育活動

「先導的ＩＴスペシャリスト育成推進プログラム　拠点間教材等洗練事業」 田口 研治（国立情報学研究所）

「NII-IPA連携によるＩＴ人材育成の取り組み」 粂野 文洋（株式会社三菱総合研究所）

「トップエスイー： サイエンスによる知的ものづくりプログラム」 石川 冬樹 (国立情報学研究所)

ツールデモ

「教材動画等の共有サイト:edubase portal」

「双方向モデル変換ツール:GRoundTram」

「ソフトウェア品質要求可視化ツール」

「無線センサーネットワークミドルウェア:XACミドルウェア」

企業展示

ＮＥＣ，日立製作所
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GRACEセンターにおける実践活動

「抽象化された形式仕様モデルと実装との対応付けに基づく開発・検証支援」 石川 冬樹 (国立情報学研究所)

「Security Requirements Analysis/Elicitation Method for Security Assurance in the Common Criteria」 吉岡 信和、田口 研治(
国立情報学研究所)、金子浩之、飛田孝幸（みずほ情報総研）

「Misuse cases meet Assets and Security Goals」 吉岡 信和、田口 研治(国立情報学研究所)、大久保隆夫（富士通）

「プロセス代数 CSP によるシーケンス図設計の詳細化と検証」 海津 智宏(日本電気株式会社/北陸先端科学技術大学院大学)

「内部統制モデル化のフレームワーク」 河本 高文(東芝ソリューション株式会社/北陸先端科学技術大学院大学)

「品質要求駆動型の開発実践事例」 徳本 晋(株式会社富士通研究所)

「経験的改善から定量的改善へ」 宇佐美 雅紀(イーソル株式会社)

「VDMの「紹介」から「コンサルティング」への変革」 植木 雅幸(株式会社CSKシステムズ)

「＜ＰＢＬ特別講座＞ トップエスイー修了生と実践するソフトウェア開発実習」 早川 昌志,宇佐美 雅紀,長久 勝,乾 道孝(トップエ

スイー3期修了生),吉岡 信和(国立情報学研究所)

トップエスイー４期生修了制作発表

「形式手法を用いた高可用性クラスタ・システムのモデル化と検証」 今泉　正雄(ユニアデックス株式会社)

「ゴール指向モデルを利用したソフトウェアテストの精度向上」 沖汐　大志(日本ユニシス株式会社)

「UMLと実装モデル検査を組み合わせた導入コストの低い開発プロセスの提案」 川上　真澄(株式会社日立製作所)

「UPAALLを用いたリアルタイムシステムにおける設計・運用品質の向上手法」 駒形　龍太(株式会社野村総合研究所)

「複数言語対応のソースコード処理系フレームワーク ～テストカバレッジ測定への適用例～」 坂本　一憲(早稲田大学)

「モデル検査手法を用いたマリシャスコードパターンの分析」 椎木　孝斉(一般社団法人JPCERTコーディネーションセンター)

「セキュリティ要件定義のためのゴール指向モデリング手法」 斯波　万恵(東芝ソリューション株式会社)

「ユーザ企業におけるゴール指向要求分析法の導入とテスト効率化手法の提案」 清水　靖則(鹿島建設株式会社)

「DSLとパターンによる高生産かつ高拡張なコード自動生成ツール」 正野　勇嗣(株式会社ＮＴＴデータ)

「状態遷移表のモデル検証自動化ツールの開発」 高田　沙都子(株式会社東芝)

「スケジュール管理Webアプリケーションへの アスペクト指向プログラミングの適用」 竹澤　亮(NTTコムウェア株式会社)

「インクリメンタル型ソフトウェア開発の品質予測」 竹田　和正(富士通株式会社)

「Promelaにおける割り込み制御の半自動モデル化」 只野　賢二(フェリカネットワークス株式会社)

「Webシステムにおけるデータ項目の抽出とチェックの仕組み検討」 塚本　純一(株式会社シスミックインテグレーション)

「組込みシステムコア資産の作成手法の提案」 徳弘　雄亮(三菱電機マイコン機器ソフトウエア株式会社)

「ゴール指向分析法・超上流要求工学手法の適用によるCoBRA法の変動要因抽出支援」 豊嶋　大輔(株式会社三菱総合研究
所)

「大規模検証のための検査モデルの構築方法の提案」 中川　雄一郎(株式会社日立製作所)

「UML Components for SOA」 橋本　好史(株式会社インテックシステム研究所)

「確率的モデル検査を用いた、QoS向上のための複数プロバイダ併用設定の検証」 平塚　信明(慶応義塾大学)

「Event-Bを用いた上流工程品質向上の施策について」 北條　浩一郎(富士通株式会社)

「クラウドコンピューティング環境のためのモデル駆動開発ツールの試作」 前田　隆之(富士通株式会社)

「抽象化された形式仕様に基づいた実装のチェック」 真野　悟(日本ユニシス株式会社)

「ユーザーインターフェース開発における状態認知性のモデル検査」 村田　孝宏(富士通株式会社)

「形式仕様記述の自然言語への変換」山本　力世(ブレインセラーズ・ドットコム株式会社)

「新人技術者教育におけるソースコード評価の妥当性分析」 吉住　英樹(キヤノン株式会社)

「OCL記述を用いたコンポーネント設計の検証」 和田　明日可(キヤノン株式会社)



Inter-University Reseach Institute Corporation

Research Organization of Information and Systems

National Institute of Informatics

2-1-2 Hitotsubashi, Chiyoda-ku, Tokyo

101-8430

Tel: +81-3-4212-2000 (Exchange)

By Train(Subway)

Tokyo Metro Hanzomon Line / Toei Mita Line / Toei Shinjuku Line

“JIMBOCHO” Exit A8, A9

Toyko Metro Tozai Line”TAKEBASHI”Exit 1b

3-5 minutes walk from the stations

4. Access
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